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平成 21 年６月 

 

稲城のみらいを考える市民会議 
 

 

（仮称）第四次稲城市 

長期総合計画に関する 

提 言 書 



は じ め に 

 稲城市は、新たな長期総合計画の策定にあたり、より多くの市民の参加と協力で計画策定

を進めるという方針のもとに、「（仮称）第四次稲城市長期総合計画市民会議」（以下「市民会

議」）の設置を決定しました。市民会議は、「多様な意見や価値観を有する市民が稲城市の将

来像など長期総合計画について、自由に議論し合意形成した内容を提言書としてまとめ、市

長に提出する」ための組織として位置づけられ、18 歳以上の市内在住・在勤・在学の方を

対象に参加者の募集が行われました。 

 市民会議は、市の呼びかけに応じた市民 29 名、若者から高齢者など幅広い年齢層の男女

で、多様な意見を有する顔ぶれで平成 20 年 7 月に発足し、提言書作成の議論を踏まえて、

平成 21 年 5 月に、正式名称を「稲城のみらいを考える市民会議」と決定しました。 

 市民会議は平成 20 年 8 月～9 月に「今後の稲城市のあるべき姿」などについて、３つの

グループに分かれて討論しました〔分散会方式〕。この討論で出されたテーマを分野別に整理

して３分科会を設置し（「市民のいのちと生活を守る分科会」、「地域コミュニティ分科会」、

「自然とみどり分科会」：正式名称は平成２１年５月に決定）、参加者は、それぞれの関心に

従って分科会に所属しました。 

 平成 20 年 10 月～平成 21 年 3 月まで、分科会ごとに提言案作成を精力的に進めました。

分科会では、全員が参加する機会を多く作るために、問題提起者、司会、記録者を交替で行

ない、討論を積重ねていきました。平成 21 年 4 月に、各分科会から出された提言案を全体

会議で調整し、提言の「中間取りまとめ」として公表して市民の皆様の意見を募集し、多数

の貴重な意見を頂きました。4 月～5 月までは、寄せられた意見を踏まえて、全体会議で議

論を行い、提言の内容を調整し、まとめたものがこの提言書です。 

 この間、提言書を作成するため、現場や施設の視察、資料や情報の収集を積極的に行って

きました。それぞれの意見がぶつかる場面もありましたが、調整し予定の期限までに提言書

をまとめることができました。 

 なお、市民会議に求められた検討項目は、人数や時間の関係から、（仮称）第四次長期総合

計画に掲載すべき全領域・全施策ではなく、参加者の関心が高く、総合計画に反映していく

ことが必要であると考える分野としました。その結果、提言の範囲として公害やゴミ・リサ

イクルなどの環境分野や行財政運営については、直接的には言及しておりません。 

 市民会議は、８万市民からすれば、とても小さな存在かもしれません。また、できあがっ

た提言書にはメンバーの思いが込められており、熟成されているとは言えないかもしれませ

ん。しかし、長期間にわたり議論してきた成果は、稲城市の未来に一石を投じたものと考え

ます。この提言書について、策定委員会やこれから設置される審議会において、十分な検討

をしていただき、（仮称）第四次稲城市長期総合計画が、稲城市にふさわしい未来を展望した

計画になることを願っております。 

 おわりに、市民会議において市民同士の新しいつながりをもてたことに感謝するとともに、

本提言書が稲城市の将来を考える多く市民の参考になれば幸いです。 
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